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映画『アンダー・ユア・ベッド』 

7 月 19 日（金）より全国公開のお知らせ 
  

株式会社ハピネット（本社：東京都台東区、代表取締役社長：榎本誠一）の共同幹事作品 

「アンダー・ユア・ベッド」が 7 月 19 日（金）より全国公開されます。ぜひ映画館に足をお運びください。 
 

 

 

 

 

 

■映画紹介 
孤独な人生を送る男がほんの微かな甘い記憶に執着する歪んだ愛

を、純粋にそして盲目的に描いた、大石圭の角川ホラー文庫処女作

「アンダー・ユア・ベッド」の映画化作品。 

 

異常で変質的で狂った繊細な主人公・三井直人を今年も主演作

『多十郎殉愛記』ほか『葬式の名人』『カツベン！』など話題作の公開を

続々控え、日本映画界で益々存在感を増す高良健吾が演じます。三井

が大学生時代から 11 年間一途に想い続ける女性佐々木千尋には、

『私は絶対許さない』でマドリード国際映画祭主演女優賞にノミネートされ

た西川可奈子を抜擢。夫から激しいドメスティック・ヴァイオレンスを受ける

難役を体当たりの演技で魅せます。監督・脚本は安里麻里。黒沢清監督、

塩田明彦監督の助監督を経て、『バイロケーション』『氷菓』などで確かな

ファンを獲得し、各方面から称賛を集める期待の女性監督。 

 

新たな一面を存分に発揮した高良が演じる、愛する女性への狂気を描いた、痛々しくも繊細な男の結末

とは――。 

 

国内最大級の映画レビューサイト「Filmarks」での 7 月公開映画の期待度ランキングで、トップ 10 入りを

果たし、（https://filmaga.filmarks.com/articles/2872/）鑑賞者の評価も高く、非常に注目が集まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盲目の愛なのか――、それとも暴走した狂気なのか―― 

https://filmaga.filmarks.com/articles/2872/
https://filmaga.filmarks.com/articles/2872/


                                                                                                                 

■ストーリー 
三井直人（高良健吾）は、今から 11 年前、大学の講義中に「三井くん」と名前を呼んでくれた佐々木千尋

（西川可奈子）のことをふいに思い出した。講義後に千尋を喫茶店に誘い、彼女が好きだというマンデリンの

コーヒーを飲み、飼育しているグッピーを分けてあげる話をしたのだった。三井は人生で唯一幸せだった

この時を思い出し、“もう一度名前を呼ばれたい”一心で、現在の彼女の自宅を探し出し、近くにいられるよう

引っ越し、観賞魚店をオープンさせた。しかし、目の前に現れた千尋にあの日のキラキラとした眩しい面影は

なく、今にも消え入りそうな虚ろな表情の変わり果てた姿に。数日後、千尋が店に来店するも、当然三井の

ことは覚えてはいないが、“グッピーを飼育する”という絶好の機会を得ることができ、その日以降無断で千尋

の家の合鍵を作り、留守を見計らい定期的に潜入し、寝室のベッドに盗聴器を仕掛け盗聴、窓越しに望遠

レンズで盗撮し毎日近くから監視する毎日が始まった。だが、見えてきたものは、夫・浜崎健太郎（安部賢一）

から激しい DV を受ける凄惨な姿であった…。 

 

■作品概要 
出演：高良健吾 西川可奈子 安部賢一 三河悠冴 三宅亮輔 

原作：大石 圭「アンダー・ユア・ベッド」（角川ホラー文庫刊） 

監督・脚本：安里麻里 

音楽:Teje 

製作：ハピネット ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

制作プロダクション：ザフール 

配給：KADOKAWA 

©2019 映画「アンダー・ユア・ベッド」製作委員会   R18＋ 

サイト URL：http://underyourbed.jp 

Twitter：UYB_movie 

 

『アンダー・ユア・ベッド』 ７月１９日(金) テアトル新宿ほか全国順次ロードショー 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 


